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序章 

第一章、本研究の研究史的位置づけ、本研究の目的・意義・方法 

第一節 大村はまの作文教育に関する先行研究の検討  

 大村の作文教育に関する先行研究は、一単元または大村執筆による論文を指導観や指導意義に

ついて分析したもので、大村の戦後作文教育実践や教育観の変遷、一貫性を通史的に捉えたもの

ではない。 

 

第二節 大村はまの実践に関する評価  

 本節では、大村実践に関する先行研究の中で、実践の評価を行っている研究を概観し、研究者

たちがどのような印象を大村の授業から受けているか検証する。  

例えば坂東(2017)は、大村の昭和 54 年の指導について、「学習の全体像を学習者に示し、現在

の学習の意味や位置を全体的な関係の中で捉えさせていこうとする大村はまの強い意志が昭和

54 年度には働いていたことが見てとれる(p.68)」と述べている。 

 このため本研究は、大村の学習指導における技術的な面に留まらず、教育観や言語観をまでも、

大村の作文教育のなかに見出す必要があると考え考察を行う。  

 

第三節 大村はまの作文教育の先行研究の課題  

 それぞれの勤務校と各時代、大村が重点的に行った指導との関連が明確になっていないことが

先行研究の課題である。 

  

第四節 大村はま作文実践の歩み  

 大村の作文教育は昭和 10 年代、大意、構想、書き出し文の指導を中心に。昭和 30 年代になる

と、作文推敲や作文を共同で推敲する場合の資料や指導方法をくふうするため研究授業を行う。 

石川台中学においては、「中学作文」（筑摩書房）を用い作文練習を研究授業において公開する。 

  

第五節 本論文の研究的位置づけ 

 本節は、大村の作文指導を縦断的に見ていくことで、大村の書くことの指導に関する時期的変

化と大村が辿った各時期の作文指導における特徴を見取る。  

 

第二章 戦前期大村はまの作文教育（１）  

第一節 諏訪高女時代の大村はま  

 岩垂校長のもつ中等教育理念は、高等女学校においても「普通教育(p.83)」を行うべきである

という考えであった。  
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三村校長も、岩垂校長の理念に賛同し、教科教育により生徒の力を伸ばすこと、子どもの個性

を尊重することを教育目標に据え、中等教育の場における指導の充実や各教科の関連に理解のあ

る教員を配置する等、校長として学力を伸ばすための学校経営に手腕を振るう。 

諏訪高女において岩垂校長のもつ教職員を育てる構えと生徒の自主性を培う心が、三村校長や

岩本校長へと受け継がれ、時代の流れを汲みながら、後の大村の指導へと結実するのである。 

 

第二節 諏訪高女時代の実践  

 この節では、大村（1983）「国語教室 別巻 

(p.123～p.153)」に記載された諏訪高女の生徒 

作文全て、大村のコメント、大村自身が説明し 

ているコメントの意図等を読み、稿者の教師と 

しての経験を基に生徒像を描き、大村のコメン 

トについて全体的な特徴を分析する。 

 多くの生徒に対しては、「できごとと情景を 

結ぶこと」を指導の基本としている。そのた 

め、できごとの具体をさらに詳しくする必要 

があると大村が感じた作文や、内容を豊かに 

する必要があると感じた作文には、詳しく書 

くように促すことよりも、生徒と生活環境と 

の関係性を明らかにするため、「できごとと情 

景を結ぶことば」を記入している。 

このコメントによって生徒は、できごとや 

情景描写を豊かに結ぶ書き方を理解すると共 

に、生徒が自身の置かれた状況がどのような 

価値のものであるかを見つめることができる。 

 

第三節 諏訪高女の綴り方実践の詳細  

 本節では、大村の戦前の諏訪高等女学校における作文教育の実際を国語筆記帖に基づいて復元

し、それを考察するものである。諏訪高女の学習記録 No.1～No.19 のうち、作文教育がテーマに

なっていのは、No.6 と No.10 の西川委枝と小口勝子だけである。この二人の生徒の学習記録を詳

細に分析し、戦前期の大村の作文指導過程の具体的な姿を描き出す。 

まずは、大村の諏訪高女における昭和 11 年度（1936 年度）の作文指導の全体像を捉えるため

No.6と No.10の西川委枝と小口勝子の学習記録から、このときの大村の作文指導過程を復元した。 

 

表
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本章で明らかになった 1936 年度、大村の作文指導過程復元による成果は次の 4 点である。 

①生徒の実態把握は、生徒の見た自己を大村が描きことばに変えること。（指導観）  

②三時間目の指導から学習者の実態に応じ、一斉・個別指導が組み合わされること。この時、

一斉指導の多くは生徒の書く技能を高め、個別指導は学習者へ書くことの課題や自己の生き方を

見つめる指導がされること。（指導観）  

③片岡(2018)が、作文に記された大村のコメントが「心を価値付けることであり、指導方法で

もある（p.15)」と指摘した点は、第三のタイプのコメントがそれに該当し、作文指導過程全体で

生徒の実態に 応じ指導されること。（指導観・言語観）  

④安居(2012)や片岡(2019)によれば、戦後大村の作文教育は、一斉・個別指導を組み合わせ、

学習指導要領をふまえた技能的な指導へ変化することが指摘されていたが、本研究は、戦前の諏

訪高女から既にこのような指導形態が行われていることを見出したこと。（指導観）  

 

第三章 戦前期大村はまの作文教育（２） 

第一節 第八高女時代の大村はま  

第八高女時代の大村の上司である山本猛校長（以下 山本校長）は、戦時下において作文指導

を重視する校長であった。山本校長の下で大村は、どのような実践をしていたのかを見る。 

 

第二節 第八高等女学校の実践 

鳴門教育大学付属図書館には第八高女時代の学習記録として、昭和 16 年 No.20 山口恵美子（ 1

年 4 組）が保存されている。この学習記録を基に大村の書くことの指導について考察する。 

 

第三節 考察 

第八高女における指導過程の復元により明らかとなった大村の指導は、入学したばかりの１年

生に原稿用紙の使い方を指導し、①文段を切ること、②文体をまぜないこと、③内容を節として

まとめることを指導する。このような指導は、戦中の「教科書に準拠」するものである。  

この他に指導されているカテゴリーは、①取材・題材集め・聞き書きの指導 ②書き出し文の

指導 ③構想メモなどによる指導 ④書きつぎ・読み合い書き合いに関わる指導 ⑤作文遊び・

描写・練習に関わる指導 ⑥心情に関すること・気持ちを和らげること ⑦その他である。  

 

第四章 戦後期大村はまの作文教育（１） 

第一節 はじめに  

ここでは、新制中学に移動後の作文教育（深川第一中学・目黒第八中学・紅葉川中学）につい

て見ていく。  
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第二節 深川第一中学の実践 

 大村の深川一中での作文教育をまとめると、「①発想」、「④記述」、「⑤推考」というカテゴリー

を中心に行っている。 

 

第三節 目黒第八中学の実践  

 大村の目黒八中における作文教育をまとめると、「①発想」、「④記述」、「⑤推考」というカテゴ

リーを中心に行っている。  

 

第四節 紅葉川中学の実践 

 大村の紅葉川中における作文教育をまとめると、「①発想」、「④記述」、「⑤推考」というカテゴ

リーを中心に行っている。  

 

第五節 考察 

 紅葉川中での作文教育は、題材の決定・文字の確認→中心文の記述→構成を考える→作文を書

う・推考する（読み返しながら）という順序で行われている。ここでの大村の指導は、適切に表

現できている例文を示すことである。 

深川第一中学、目黒第八中学、紅葉川中学、共に重視しているカテゴリーは、「①発想」「④記

述」「⑤推考」である。しかし、指導の順序や組み合わせ方には独自の手法が用いられている。 

 

第五章 戦後期大村はまの作文教育（２） 

第一節 文海中前期の実践  

 文海中における「一覧表」ができるまでの指導は、「①発想」、「②取材」、「④記述」、「⑤推考」

というカテゴリーを中心に行っている。（これを「文海中前期の指導」とする。）  

 

第二節 文海中後期の実践の実際 

 「中学作文」は、大村(1859)が「一覧表」に設定した項目 1～7 の順に従い、中学生に必要な書

く力の技能を高める練習問題を示したものである。問題文の中には、書くことの技能を身につけ

ることだけを求めた設問とは考えにくい問いもある。 

 

第三節 文海中後期の実践の考察  

 大村(1962)「作文評価」は「一覧表」に比べ、作文指導の項目数の整理が進んでいる。また、

生徒同士による相互評価を効率的に行うことが行われ、より効果的な指導となるよう工夫されて

いる。  
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第四節 大村はま作文教育史の中における文海中後期の実践  

 第一項 文海中における大村の実践 

大村は、当時（昭和三十三年）の学習指導要領を強く意識して「一覧表」を作成している。 

 

第二項 「作文の基礎力を養うための学習」一覧表と昭和三十三年学習指導要領との関連 

 「一覧表」は、1 年生ならば、物事の比較をすること。過不足なく書くこと。それらで、語句の

適切な使用を重視する指導を。2 年生ならば、物事の比較をすること。事象を客観的に見つめ、物

語ること。段落の操作をすること。それらで、できごとと意見を区別して書くことを重視する指

導を。3 年生ならば、論旨を整え、段落を再構成すること。高いレベルの文を完成させること。文

章の構造を整えること。それらで、段落間の関係性を重視した構成の指導をしている。 

一覧表と学習指導要領の関連の考察では、大村の一覧表から見て取れる態度目標に関連する指

導の段階として、第一段階「基礎的な技能・進んで文章に書き表わす態度」、第二段階「技能をい

っそう高める・事実に基き、意見を整理して・文章を明確にしようとする態度」、第三段階「目的

に応じて・技能を確かに・生活に役だてようとする態度」を育てようとする指導観が見られる。 

 

第五節 石川台中の実践 

 石川台中における作文教育は、「①発想」～「⑥評価」全てのカテゴリーを指導し、生徒個々に

対応するよう学習が展開された時期である。また、 構想表を用い生徒の経験に基づく「①発想」

を学習の中心に据え、「②取材」、「④記述」へと発展させる指導をしている。 

 

第六節 戦後期大村はま作文教育全体の考察 

 文海中前期までの指導は、教師である大村が評価を行っているものの、「⑥評価」の主体は教師

ではなく、生徒がことばを選び、自身のありようを見つめる「⑤推考」を基にした大村による評

価である。  

 ところが、石川台中における大村の「⑥評価」は、教師である大村が指導した内容である「①

発想」、「②取材」、「③構想」、「④記述」の出来不出来を見取る、新たな教育観へと変わる。  

 以上のことから戦後大村の作文教育に関する新たな指導の時期区分を次のように提案する。  

  

第一期を、深川一中から紅葉川中における 1947 年 5 月～1956 年 3 月の期間 

第二期を、文海中学（前期）における 1956 年 4 月～1959 年 3 月の期間 

第三期を、文海中学（後期）における 1959 年 4 月～1960 年 3 月の期間 

第四期を、石川台中における 1960 年～1980 年 3 月の期間 

 



 

6  

 

第六章 縦断的に見る大村の作文教育の考察 

第一節 時代的背景 

 大村の指導と各時期に施行される学習指導要領との関連を見ると、大村の指導観は、学習指導

要領の変遷による変化とも見て取れる。しかし、そこに生徒の個性を活かす指導の技法が駆使さ

れている。 

第二節 戦前戦後の大村はま教育の特徴  

第一項 戦前期大村はま教育の特徴  

 初任期、大村の作文教育に見られる言語観をまとめ、稿者が名称（「 」内に記載）を付けた。  

①態度目標を達成する背景にある大村の言語観→  

「体言止めを使用し、ことばにリズムを生み、生徒の書く意欲を喚起する言語観」  

②技能目標を達成する背景にある大村の言語観→  

「新たなことばの存在を知らせ、使用することを意欲付ける言語観  

③価値目標を達成する背景にある指導観・言語観（生徒の立場になって物事を考えること・生徒

が本心で書いた表現には真心で向き合うこと・生徒と学びひたること・生徒と教師が共依存の関

係に陥らないように配慮すること・ものにも命の価値を吹き込むこと・生徒の力を肯定的に捉え

ること）→  

「学びを介在に、教師と生徒が人として生きるための判断力を研く指導観・言語観」  

第二項 戦後期大村はま教育の特徴 

 稿者が区分した戦後期大村の作文教育について述べる。  

第一期（1947 年 5 月～1956 年 3 月）の作文教育の特徴は、生徒の視野を広げ、生徒同士による

学び合いが成立するよう指導がされる時期にあたる。大村は生徒に自主的な「発想」の指導、「記

述」の指導に重きが置かれている。  

第二期(1956 年 4 月～19591 年 3 月)の作文教育の特徴は、「取材」の指導、「構想」の指導によ

って人と関わるための文章を書くことにその特徴がある。生徒の日常生活場面（情報としての外

側）で起こるできごとを題材とし、その解決に向けて作文を書くのである。  

第三期（1959 年 4 月～1960 年 3 月）の作文教育の特徴は、「一覧表」「中学作文」の作成により

大村の指導が表面的には技能的になっていることである。しかし、問題文に扱われている文章は、

情景描写する文、意見文が主である。  

 第四期（1960 年～1980 年 3 月）の作文教育の特徴は、「発想」の指導、「構想」の指導を主に行

う。第一期及び諏訪高女で実践した、生徒の内にある思いをことばで表現すること、生徒に書く

題材を持たせることの指導に回帰している。第四期の指導で大村は、改めて、自己や他者の心を

掘り起こす方途に作文教育を位置付け、題材を見つける指導を行うのである。 
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第三節 全体の考察 

 大村の作文教育についてまとめる。大村のコメントによる指導は、生徒が見た情景を、生徒が

作文に用いたことばと趣を変えて見せ、新たなことばの価値を示すことである。この時使われる

ことばは、生徒の今を肯定し、生徒を受容する、生徒の感情に寄り添うコメントである。 

このように大村の作文教育は、「生徒の心の中に、自身で生きるための価値基準をつくる指導で

ある」と結論付ける。  

終章 研究の成果と課題、展望 

第一節 研究の成果 

 研究により明らかにした大村の作文教育における指導の特徴は、次の 4 点である。  

一つ目は、大村の作文教育が学習指導要領の変遷や研究者の示唆、そして、初任期に勤務した

高等女学校長からの学びを根幹に、その時代にある生徒の実態や背景に応じ形を変える、しなや

かな学習指導であること。  

二つ目は、大村の作文教育における教育観が、芦田(1919)の築き上げた「個に応じて文題を示

す」作文指導法を心に置き、生徒集団が円滑に学習することができるよう関係性を結び、優劣の

関係に自分と他者を置かないこと。  

三 つめは、大村の「作文教育の集大成」が、生徒の置かれた時代の文脈に応じながら、戦前か

ら変わらず「描写」「取材」「構想」を生徒と練り、生徒の「心情」に寄り添う指導が一貫して続

く、作文指導の姿全体であること。  

四つ目は、戦後大村の作文教育の変遷は、勤務校の異動に伴う変容でとらえることはできず、

指導の中心を巧妙に変えながら、最終的には単元学習へと変貌を遂げる姿であること。その区分

は四期に分けることができること。  

 

第二節 研究の課題と展望 

 本研究の課題について述べる。本研究は、戦後大村作文教育を通史的に見て、その展開を概観

的に捉えようとするものであり、細部の考察は省略せざるを得なかった。 
 


